平成30年度　第２回岩見沢方面会
日時：2月22日（金）19：00
場所：清寿司
改選期のため年度内２回目の岩見沢方面会が岩見沢市内22名の会員により行われた。まず、年末年始およびＧＷの救急当番について、超大型連休に対応するため通常より救急当番の日数を増やしたことを報告、検診事業については北海道大学と提携している岩見沢市が歯科分野で新事業を企画しているため協力を依頼した。これは高齢者の口輪筋を鍛える啓発と効果の検証を２年がかりで行うものである。続いて野球部の決算報告と予算案の審議を行い、会長候補者、方面会監事、方面会選挙管理委員について協議した。来る3月22日の臨時総会で代表理事を決定し、5月25日の定時総会にて理事、会長を決定する予定となっている。

平成30年度　栗山方面会・総会
日時：3月2日（土）18：00
場所：湊一や
　栗山町、南幌町、長沼町、由仁町の会員で構成される栗山方面会が“すすきの”で行われた。方面会役員や各種委員の人選に関する協議や決算報告などが行われたあと、18：30から執行部三役がお邪魔し、報告と懇親を行った。今年は岩見沢方面会が先に行われたためその報告とその他の事務連絡、野球部決算と予算案について、平成31年度学術講演会の予定、糖尿病専門部会から新しく出される啓発プレート、連携手帳の利用促進のお願いなども合わせて報告を行った。岩見沢市、三笠市、夕張市、美唄市、月形町を含めた南空知医療福祉圏域の高齢化率は、2035年頃に46.6％に達すると予想されており、地域の歯の健康のために会員にかかる負担や責任も大きくなると思われる。これからより一層、双方の情報交換が必要だと話し合った。

